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研究業績リスト 
 

2020 年 6 月 25 日 現在 
 

 
■ 国内学会発表等  163 件 

 
1) 森田智裕，鈴木康祐，吉野正人，「管内を流れる氷スラリーにおける氷粒子の扁平

率の影響」，第 25 回計算工学講演会要旨集，E06-5, 8 pages, 北九州市 (2020)． 
 

2) 小林拳，吉野正人，鈴木康祐，「蒸発･凝縮を考慮した自由表面－格子ボルツマン

法の積層造形への適用」，第 25 回計算工学講演会要旨集，E06-5, 8 pages, 北九州

市 (2020)． 
 

3) 鈴木康祐, 黒岩拓矢, 吉野正人，「埋め込み境界－格子ボルツマン法を用いた 3 次

元ダクト内の氷スラリー熱流動解析」，第 57 回伝熱シンポジウム講演要旨集，J211, 
1 page, 石川県金沢市 (2020). 
 

4) 黒岩拓矢，鈴木康祐，吉野正人，「熱を考慮した埋め込み境界－格子ボルツマン法

による三次元ダクト内の氷スラリー熱流動解析」，TOKAI ENGINEERING 
COMPLEX 2020 (TEC20) 東海支部第 69 期総会・講演会，313, 2 pages, 名城

大学 (2020)． 
 

5) 黒岩拓矢，吉野正人，鈴木康祐，「熱を考慮した埋め込み境界－格子ボルツマン法

を用いた正方形ダクト内における氷スラリーの熱流動解析」，第 33 回数値流体力

学シンポジウム講演要旨集，E06-5, 8 pages, 北海道大学 (2019)． 
 

6) 津江耕太郎，鈴木康祐，吉野正人，「埋め込み境界－格子ボルツマン法を用いた蝶

を模した羽ばたき翼－胴体モデルの羽ばたき飛翔における翼長方向の翼の柔軟性

の影響」，第 33 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，E06-4, 9 pages, 北海道

大学 (2019)． 
 

7) 宮津尚希，吉野正人，鈴木康祐，「保存型 Allen-Cahn 方程式を導入した改良二相

系格子ボルツマン法の液滴二体衝突問題への適用」，第 33 回数値流体力学シンポ

ジウム講演要旨集，E06-3, 6 pages, 北海道大学 (2019)． 
 

8) 日置文弥，鈴木康祐，吉野正人，「埋め込み境界－格子ボルツマン法を用いた蝶を

模した羽ばたき翼－胴体モデルの羽ばたき飛翔に対する前翼と後翼の動作の差の

影響」，第 33 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，E06-2, 8 pages, 北海道大

学 (2019)． 
 

9) 津江耕太郎，鈴木康祐，吉野正人，「蝶を模した羽ばたき翼－胴体モデルの空力性

能に対する翼長方向の翼の柔軟性の影響」，日本流体力学会 年会 2019 講演要旨
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集，No. 053, 7 pages, 電気通信大学 (2019)． 
 

10) 日置文弥，鈴木康祐，吉野正人，「蝶を模した羽ばたき翼－胴体モデルの空力性能

に対する前翼・後翼の動作の差の影響」，日本流体力学会 年会 2019 講演要旨集，

No. 052, 7 pages, 電気通信大学 (2019)． 
 

11) 吉野正人，佐々木康平，鈴木康祐，「粘性項を修正した改良二相系格子ボルツマン

法の雲粒子衝突問題への適用」，混相流シンポジウム 2019 講演論文集, A315, 2 
page, 福岡大学（2019）． 
 

12) 黒岩拓矢，鈴木康祐，吉野正人，「熱を考慮した埋め込み境界－格子ボルツマン法

の正方形ダクト内における氷スラリー熱流動問題への適用」，第 56 回伝熱シンポ

ジウム講演要旨集，G234, 6 pages, 徳島県徳島市 (2019)． 
 

13) 加藤武志，吉野正人，鈴木康祐，「三次元羽ばたき飛翔解析における渦法と埋め込

み境界–格子ボルツマン法の比較研究」，第 32 回数値流体力学シンポジウム講演要

旨集，F10-4, 7 pages, 東京都港区 (2018)． 
 

14) 中井史也，吉野正人，鈴木康祐，「埋め込み境界－格子ボルツマン法を用いた蝶を

模した羽ばたき翼－胴体モデルの推進力向上とピッチング回転制御」，第 32 回数

値流体力学シンポジウム講演要旨集，F10-3, 7 pages, 東京都港区 (2018)． 
 

15) 鈴木康祐，吉野正人，「応力テンソルの不連続条件を用いた埋め込み境界–格子ボ

ルツマン法の改良」，第 32 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，F10-1, 8 
pages, 東京都港区 (2018)． 
 

16) 藤島亘平，吉野正人，鈴木康祐，「改良二相系格子ボルツマン法による固体壁面上

における三次元液滴衝突挙動解析」，第 32 回数値流体力学シンポジウム講演要旨

集，F09-4, 7 pages, 東京都港区 (2018)． 
 

17) 川﨑剛史，吉野正人，鈴木康祐，「熱を考慮した埋め込み境界－格子ボルツマン法

を用いた管内における氷スラリーの熱流動解析」，第 32 回数値流体力学シンポジ

ウム講演要旨集，F08-5, 8 pages, 東京都港区 (2018)． 
 

18) 藤島亘平，吉野正人，鈴木康祐，「改良二相系格子ボルツマン法の固体壁面上にお

ける三次元液滴衝突問題への応用」，日本流体力学会 年会 2018 講演要旨集，No. 
133, 6 pages, 大阪大学 (2018)． 
 

19) 中井史也，鈴木康祐，吉野正人，「蝶を模した羽ばたき翼－胴体モデルの推進力向

上と前進速度制御」，日本流体力学会 年会 2018 講演要旨集，No. 132, 7 pages, 大
阪大学 (2018)． 
 

20) 川﨑剛史，吉野正人，鈴木康祐，「熱を考慮した埋め込み境界－格子ボルツマン法

とその氷スラリー熱流動問題への適用」，第 55 回伝熱シンポジウム講演要旨集，

B323, 5 pages, 北海道札幌市 (2018)． 
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21) 黒岩拓矢，吉野正人，鈴木康祐，「熱を考慮した埋め込み境界－格子ボルツマン法

による二次元攪拌問題の熱流動解析」，第 55 回伝熱シンポジウム講演要旨集，J311, 
5 pages, 北海道札幌市 (2018)． 
 

22) 青木崇晃，鈴木康祐，吉野正人，「蝶を模した羽ばたき翼－胴体モデルの羽ばたき

飛翔における翼弦方向の翼の柔軟性の影響：埋め込み境界－格子ボルツマン法に

よる数値計算」，第 31 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，D07-4, 9 pages, 
京都工芸繊維大学 (2017)． 
 

23) 吉田佳広，鈴木康祐，吉野正人，「埋め込み境界－格子ボルツマン法によるピッチ

ング回転制御を行う蝶を模した羽ばたき翼－胴体モデルの数値計算」，第 31 回数

値流体力学シンポジウム講演要旨集，D07-3, 6 pages, 京都工芸繊維大学 (2017)． 
 

24) 鈴木康祐，吉野正人，「蝶の翼形状と同程度の空力性能を持つ台形翼：埋め込み境

界格子ボルツマン法による数値計算を用いた探索」，第 31 回数値流体力学シンポ

ジウム講演要旨集，D07-2, 7 pages, 京都工芸繊維大学 (2017)． 
 

25) 飯田峻也，吉野正人，鈴木康祐，米倉一男，斉藤弘樹，「格子ボルツマン法を用い

た積層造形における金属の溶融凝固解析の実装と検証」，第 31 回数値流体力学シ

ンポジウム講演要旨集，D05-3, 9 pages, 京都工芸繊維大学 (2017)． 
 

26) 澤田純平，吉野正人，鈴木康祐，「改良二相系格子ボルツマン法による雲内におけ

る異径微小水滴の挙動解析」，第 31 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，

D05-2, 7 pages, 京都工芸繊維大学 (2017)． 
 

27) 澤田純平，吉野正人，鈴木康祐，「改良二相系格子ボルツマン法による雲内におけ

る微小水滴が接近する際の挙動解析」，第 15 回日本流体力学会中部支部講演会 講
演概要集，6-3, 名古屋工業大学 (2017)．【中部支部講演会優秀賞 受賞】 
 

28) 松永克樹，飯田峻也，吉野正人，鈴木康祐，米倉一男，斉藤弘樹，「格子ボルツマ

ン法を用いた金属の溶融凝固解析の実装および検証」，第 15 回日本流体力学会中

部支部講演会 講演概要集，5-2, 名古屋工業大学 (2017)． 
 

29) 森口巧海，吉野正人，鈴木康祐，「矩形断面 T 字管内における物質移動を考慮した

液液二相スラグ流解析」，第 15回日本流体力学会中部支部講演会 講演概要集，5-1, 
名古屋工業大学 (2017)． 
 

30) 青木崇晃，鈴木康祐，吉野正人，「翼後縁に柔軟性を考慮した蝶を模した羽ばたき

翼―胴体モデルによる羽ばたき飛翔解析」，第 15 回日本流体力学会中部支部講演

会 講演概要集，4-1, 名古屋工業大学 (2017)． 
 

31) 青木崇晃，鈴木康祐，吉野正人，「蝶を模した翼－胴体モデルの羽ばたき飛翔にお

ける翼弦方向の翼の柔軟性の影響」，日本流体力学会 年会 2017 講演要旨集，No. 
056, 7 pages, 東京理科大学 (2017)． 
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32) 吉田佳広，鈴木康祐，吉野正人，「蝶を模した羽ばたき翼－胴体モデルにおける胸

部に対する腹部の相対運動によるピッチング回転制御」，日本流体力学会 年会

2017 講演要旨集，No. 055, 6 pages, 東京理科大学 (2017)． 
 

33) 澤田純平，吉野正人，鈴木康祐，「改良二相系格子ボルツマン法による雲内におけ

る微小水滴の挙動解析」，混相流シンポジウム 2017 講演論文集, C313, 2 page, 電
気通信大学（2017）． 
 

34) 本江晶絵，鈴木康祐，吉野正人，「翼後縁に柔軟性を考慮した二次元翼型による羽

ばたき飛翔解析」，TOKAI ENGINEERING COMPLEX 2017 (TEC17) 第 66 期

総会・講演会，410, 2 pages, 静岡大学 (2017)． 
 

35) 中島紘基，吉野正人，鈴木康祐，「二相系格子ボルツマン法を用いた固体壁面上に

おける液滴の衝突挙動解析」，TOKAI ENGINEERING COMPLEX 2017 
(TEC17) 第 66 期総会・講演会，404, 2 pages, 静岡大学 (2017)． 
 

36) 鈴木康祐，吉野正人，「応力テンソルの不連続条件を用いた埋め込み境界－格子ボ

ルツマン法の提案」，第 30 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，B05-5, 7 
pages, 東京都江戸川区 (2016)． 
 

37) 岡田伊織，鈴木康祐，吉野正人，「羽ばたき飛翔における翼の質量の影響：蝶を模

した三次元羽ばたき翼－胴体モデルの場合」，日本流体力学会 年会 2016 講演要

旨集，No. 088, 5 pages, 名古屋工業大学 (2016)． 
 

38) 青木崇晃，鈴木康祐，吉野正人，「羽ばたき飛翔における翼の質量の影響：二次元

対称羽ばたき翼の場合」，日本流体力学会 年会 2016 講演要旨集，No. 087, 6 pages, 
名古屋工業大学 (2016)． 
 

39) 鈴木康祐，吉野正人，「応力テンソルの不連続性を用いた新しい埋め込み境界－格

子ボルツマン法」，日本機械学会 第29回計算力学講演会（CMD2016）(CDROM)，
No. 316, 3 pages, 名古屋大学（2016）． 
 

40) 飯田峻也，森口巧海，吉野正人，鈴木康祐，「格子ボルツマン法による T 字管内の

液液二相スラグ流解析」，日本機械学会 第 29 回計算力学講演会（CMD2016），
No. 315, 3 pages, 名古屋大学（2016）． 

 

41) 松永克樹，吉野正人，鈴木康祐，「改良 bounce-back 法を適用した移動境界流れの

二相系格子ボルツマン法の妥当性検証」，日本機械学会 第 29 回計算力学講演会

（CMD2016），No. 246, 3 pages, 名古屋大学（2016）． 
 

42) 根市裕太朗，坂部孝良，飯盛浩司，高橋徹，吉野正人，松本敏郎，「LBM を用い

た散逸エネルギーを最大にする流路構造のトポロジー最適化」，日本機械学会 第
29 回計算力学講演会（CMD2016），No. 156, 3 pages, 名古屋大学（2016）． 
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43) 澤田純平，吉野正人，鈴木康祐，「二相系格子ボルツマン法を用いた異径液滴衝突

の数値解析」，混相流シンポジウム 2016 講演論文集, D323, 2 page, 同志社大学

（2016）． 
 

44) 吉野正人，「二相系格子ボルツマン法による混相流シミュレーション」，第 25 回格

子ボルツマン法の基礎と応用に関する研究会, 富山大学 (2016)． 
 

45) 青木崇晃，鈴木康祐，吉野正人，「2 次元対称羽ばたき翼の自由飛翔における翼の

質量の影響」，日本機械学会北陸信越支部第 53 期総会・講演会，1603, 5 pages，
信州大学 (2016)． 
 

46) 澤田純平，吉野正人，鈴木康祐，「二相系格子ボルツマン法による異径液滴の衝突

挙動解析」，日本機械学会北陸信越支部第 53 期総会・講演会，1602, 5 pages，信

州大学 (2016)． 
 

47) 鈴木康祐，吉野正人，「蝶を模した羽ばたき翼モデルにおける翼平面形状と渦構造

の関係：埋め込み境界－格子ボルツマン法による数値計算」，第 29 回数値流体力

学シンポジウム講演要旨集，D04-4, 5 pages, 九州大学 (2015)． 
 

48) 中村泰人，吉野正人，鈴木康祐，「CSF モデルを用いた改良二相系格子ボルツマ

ン法による微小水滴の衝突挙動解析」，第 29 回数値流体力学シンポジウム講演要

旨集，D04-4, 5 pages, 九州大学 (2015)． 
 

49) 鈴木康祐，岡田伊織，吉野正人，「埋め込み境界-格子ボルツマン法による平板上

の層流境界層の計算精度」，第 13 回日本流体力学会中部支部講演会 講演概要集，

1-1, 富山大学 (2015)． 
 

50) 鈴木康祐，吉野正人，「回転翼モデルと蝶を模した羽ばたき翼モデルによる揚力お

よび動力比較」，日本流体力学会 年会 2015 講演要旨集，125, 7 pages, 東京工業

大学 (2015)． 
 

51) 矢地謙太郎，山田崇恭，吉野正人，松本敏郎，泉井一浩，西脇眞二，「二相系格子

ボルツマン法を用いた流路デバイスのトポロジー最適化」，日本機械学会 2013 年

度年次大会，J1240104，北海道大学 （2015）． 
 

52) 吉野正人，「格子ボルツマン法の基礎と混相流問題への適用について」，第 57 回「乱

流遷移の解明と制御」研究会, 信州大学 (2015)． 
 

53) 武田寛史，松本敏郎，吉野正人，山田崇恭，高橋徹，飯盛浩司，「2 次元流れ場形

状の LBM を用いたトポロジー最適化」，日本機械学会 第 11 回最適化シンポジウ

ム 2014（OPTIS2014），2215, 金沢市 (2014)． 
 

54) 鈴木康祐，吉野正人，「埋め込み境界-格子ボルツマン法による回転翼モデルと蝶

を模した羽ばたき翼モデルの比較計算」，第 28 回数値流体力学シンポジウム講演

要旨集(CDROM)，D05-4, 7 pages, 東京都江戸川区 (2014)． 
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55) 下口拓志，吉野正人，鈴木康祐，名取武治，濱田正和，「二相系格子ボルツマン法

を用いたクリームはんだ印刷機内の版離れ過程における気液二相流解析」，第 28
回数値流体力学シンポジウム講演要旨集(CDROM)，D04-4, 5 pages, 東京都江戸

川区 (2014)． 
 

56) 深谷昇弘，吉野正人，鈴木康祐，「二相系格子ボルツマン法を用いた雲中における

微小水滴の衝突挙動解析」，第 28 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集

(CDROM)，D04-3, 5 pages, 東京都江戸川区 (2014)． 
 

57) 矢地謙太郎，山田崇恭，吉野正人，松本敏郎，泉井一浩，西脇眞二，「格子ボルツ

マン法を用いた熱流体デバイスのレベルセット法に基づくトポロジー最適化」，日

本機械学会 第 27 回計算力学講演会（CMD2014）(CDROM)，No. 1102, 2 pages, 
岩手大学（2014）． 
 

58) 深谷昇弘，吉野正人，鈴木康祐，「二相系格子ボルツマン法を用いた微小水滴の衝

突挙動解析」，第 12 回日本流体力学会中部支部講演会 講演概要集，3-2，p. 9，
三重大学 (2014)．【中部支部講演会優秀賞 受賞】 
 

59) 鈴木康祐，吉野正人，「回転翼モデルと蝶を模した羽ばたき翼モデルによる揚力お

よび動力比較」，日本流体力学会 年会 2014 講演要旨集，182, 6 pages, 東北大学 
(2014)． 
 

60) 天野慎也，吉野正人，「二相系格子ボルツマン法を用いた分岐部を流れる粒子の挙

動解析」，第 27 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，D08-2, 6 pages, 名古屋

大学 (2013)． 
 

61) 小宮山智，吉野正人，飯沼幹雄，「網目状多孔体内における熱流動現象の数値解析」，

第 11 回日本流体力学会中部支部講演会 講演概要集，2-3，p. 7，名古屋大学 (2013)． 
 

62) 當舎諒美，吉野正人，「T 字型マイクロリアクタにおける液液二相スラグ流の数値

計算」，第 11 回日本流体力学会中部支部講演会 講演概要集，2-2，p. 6，名古屋大

学 (2013)．【中部支部講演会優秀賞 受賞】 
 

63) 守田拓朗，松本敏郎，山田崇恭，吉野正人，高橋徹，飯盛浩司，「Bounce-back 境

界条件を用いた格子ボルツマン法による流れ場のトポロジー最適化」，日本機械学

会 第 26 回計算力学講演会（CMD2013）(CDROM)，No. 2206, 3 pages, 佐賀大

学（2013）． 
 

64) 矢地謙太郎，山田崇恭，吉野正人，松本敏郎，泉井一浩，西脇眞二，「Lattice Kinetic 
スキームを用いた流路設計問題におけるレベルセット法に基づくトポロジー最適

化」，日本機械学会 第 26 回計算力学講演会（CMD2013）(CDROM)，No. 2204, 
3 pages, 佐賀大学（2013）． 
 

65) 吉野正人，「二相系格子ボルツマン法とその形状最適化問題への適用」，日本機械
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学会 第 26 回計算力学講演会（CMD2013）(CDROM)，No. 2201, 3 pages, 佐賀

大学（2013）． 
 

66) 矢地謙太郎，山田崇恭，吉野正人，松本敏郎，泉井一浩，西脇眞二，「最適流路設

計を目的としたレベルセット法に基づくトポロジー最適化」，日本機械学会 第 23
回設計工学システム部門講演会，No. 1114, 沖縄県読谷村（2013）． 
 

67) 矢地謙太郎，山田崇恭，吉野正人，松本敏郎，泉井一浩，西脇眞二，「格子ボルツ

マン法を用いた流路設計問題におけるレベルセット法に基づくトポロジー最適化

手法の適用」，日本機械学会 2013 年度年次大会，J121024，岡山大学 （2013）． 
 

68) 矢地謙太郎，山田崇恭，吉野正人，松本敏郎，泉井一浩，西脇眞二，「流路設計問

題を対象とする格子ボルツマン法を用いたレベルセット法に基づくトポロジー最

適化」，第18回計算工学講演会講演論文集，No. E-4-3, 4 pages, 東京大学（2013）． 
 

69) 本田健二，吉野正人，「二相系格子ボルツマン法を用いた固体壁に衝突する液滴の

動的挙動解析」，第 26 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，E03-5, 8 pages,  
東京都渋谷区 (2012)． 
 

70) 勝見真悟，吉野正人，「二相系格子ボルツマン法による狭窄部を通過する赤血球の

挙動解析」，第 10 回日本流体力学会中部支部講演会 講演概要集，3-1，p. 11，千

曲市 (2012)．【中部支部講演会優秀賞 受賞】 
 

71) 矢地謙太郎，山田崇恭，吉野正人，松本敏郎，泉井一浩，西脇眞二，「格子ボルツ

マン法を用いたレベルセット法に基づく構造最適化における一考察」，日本機械学

会第 25 回計算力学講演会 CMD2012，2203，pp142－143，神戸市（2012）． 
 

72) 矢地謙太郎，山田崇恭，吉野正人，松本敏郎，泉井一浩，西脇眞二，「格子ボルツ

マン法を用いた構造最適化における一考察」，日本機械学会第 22 回設計工学・シ

ステム部門講演会，2212，pp.480－487，広島大学（2012）． 
 

73) 吉野正人，小林勇貴，田中義人，「濡れ性を考慮した球状物体間における三次元気

液二相流解析」，日本混相流学会年会講演会 2012 講演論文集, B213, pp. 152－153, 
東京大学柏キャンパス（2012）． 
 

74) 奥村美奈，吉野正人，柿澤幸成，佐々木哲郎，市川陽三，本郷一博，「脳血管分岐

部に発生した様々な形状の動脈瘤モデルによる血流解析」，第 35 回日本バイオレ

オロジー学会年会プログラム・抄録集，OS1-2, p. 32, 新潟市（2012）． 
 

75) 吉野正人，地村啓，天野慎也，「曲がり管内を流れる変形する物体の挙動シミュレ

ーション」，第 17 回計算工学講演会講演論文集(CDROM)，G-5-6, 4 pages, 京都

市（2012）． 
 

76) 地村啓，吉野正人，鈴木崇司，「格子ボルツマン法を用いた曲がり管内流れにおけ

る物体の挙動シミュレーション」，第 25 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，
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E03-5, 8 pages, 大阪大学 (2011)． 
 

77) 地村啓，吉野正人，鈴木崇司，「二相系格子ボルツマン法を用いた曲がり管内流れ

における変形する物体の挙動シミュレーション」，第 9 回日本流体力学会中部支部

講演会 講演概要集，3-4，p. 12，豊橋技術科学大学 (2011)． 
 

78) 小林勇貴，田中義人，吉野正人，「濡れ性を考慮した多数の球状物体間を浸透する

液相の挙動解析」，第 9 回日本流体力学会中部支部講演会 講演概要集，3-3，p. 11，
豊橋技術科学大学 (2011)．【第 9 回 日本流体力学会 中部支部講演会優秀賞 受

賞】 
 

79) 村山寿郎，吉野正人，勝見真悟，「格子ボルツマン法による流体中における粘弾性

皮膜物体の挙動解析」，日本混相流学会年会講演会 2011 講演論文集, A123, pp. 14
－15, 京都工芸繊維大学（2011）． 
 

80) 植村陽介，田中義人，吉野正人，「格子ボルツマン法を用いた複雑構造内における

三次元充填シミュレー ション」，日本機械学会北陸信越支部第 48 期総会・講演会

講演論文集，410, pp. 129－130, 信州大学 (2011)． 
 

81) 加藤崇，田中義人，吉野正人，「表面の幾何形状を考慮したマイクロチャネル内の

気液二相流の格子ボルツマンシミュレーション」，日本機械学会北陸信越支部第

48 期総会・講演会講演論文集，409, pp. 127－128, 信州大学 (2011)． 
 

82) 細井祐介，田中義人，吉野正人，「Lattice Kinetic スキームを用いた多孔質構造

内における流動現象（複雑形状に対応した微分近似方法の提案）」，日本機械学会

北陸信越支部第 40 回学生員卒業研究発表講演会講演論文集，301, 信州大学 
(2011)． 
 

83) 鈴木崇司，村山寿郎，中西喬也，吉野正人，「格子ボルツマン法を用いた曲がり管

内における二相流シミュレーション」，第 24 回数値流体力学シンポジウム講演要

旨集，E6-5, 8 pages, 慶應義塾大学 (2010)． 
 

84) 田中義人，吉野正人，「格子ボルツマン法による固体壁上における液滴衝突の数値

シミュレーション」，第 8 回日本流体力学会中部支部講演会 講演概要集，3-2，p. 
11，岐阜市 (2010)． 
 

85) 鎧郁美，柿澤幸成，佐々木哲郎，吉野正人，村山寿郎，本郷一博，「血管分岐角と

血管径が脳動脈瘤発生に与える影響についての数値計算による検討」，日本脳神経

外科学会 第 69 回学術総会，2010J-0359，福岡市 (2010)． 
 

86) 小林勇貴，田中義人，吉野正人，「濡れ性を考慮した多孔質構造内の気液二相流シ

ミュレーション」，日本混相流学会年会講演会 2010 講演論文集，B-112, pp. 36－
37, 静岡大学（2010）． 
 

87) 村山寿郎，吉野正人，平田哲夫，「ダクト内を流れる複数個の粘弾性皮膜固体の挙動
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解析」，日本混相流学会年会講演会 2010 講演論文集，B-111, pp. 34－35, 静岡大学

（2010）． 
 

88) 地村啓，村山寿郎，吉野正人，「格子ボルツマン法を用いた複数個の粘弾性皮膜固

体を含む流れの二次元シミュレーション」，第 15 回計算工学講演会講演論文集，

B-15-2, pp. 291－294, 九州大学（2010）． 
 

89) 中西喬也，村山寿郎，吉野正人，「格子ボルツマン法による円管内流れの数値シミ

ュレーション」，日本機械学会北陸信越支部第 47 期総会・講演会講演論文集，102, 
pp. 3－4, 新潟大学 (2010)． 
 

90) 田中義人，吉野正人，平田哲夫「固体壁への液滴衝突に関する格子ボルツマンシ

ミュレーション」第 23 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，B1-5, p. 21, 仙
台市 (2009)． 
 

91) 村山寿郎，吉野正人，平田哲夫，「格子ボルツマン法による管路内流れにおける粘弾

性皮膜固体の変形解析」，第 87 期日本機械学会流体工学部門講演会講演論文集，1415, 
pp. 455－456, 名古屋工業大学 (2009)． 
 

92) 鷲尾裕一，田中義人，吉野正人，「二相系格子ボルツマン法による固体壁に衝突す

る液滴の動的挙動解析」，日本機械学会 第 22 回計算力学講演会講演論文集，106, pp. 
380－381, 金沢大学 (2009)． 
 

93) 青田憲孝，田中義人，吉野正人，松原雅春，「LBM による三次元 Rayleigh-Taylor
不安定性の安定解析」，日本流体力学会 年会 2009 講演論文集，p. 291, 東洋大学 
(2009)． 
 

94) 田中義人，吉野正人，平田哲夫，「二相系格子ボルツマン法による沸騰現象の三次

元数値シミュレーション」，日本混相流学会年会講演会 2009 講演論文集， D353, 
pp. 344－345, 熊本大学 (2009）． 
 

95) 村山寿郎，吉野正人，平田哲夫，「二相系格子ボルツマン法による流れ場における

粘弾性皮膜固体の挙動解析（固体の体積および表面積変化を考慮した弾性モデル

の改良）」，日本混相流学会年会講演会 2009 講演論文集，D344, pp. 338－339, 熊
本大学 (2009）． 
 

96) 田中義人，吉野正人，平田哲夫，「二相系格子ボルツマン法による核沸騰過程の数

値シミュレーション」，第 46回日本伝熱シンポジウム講演論文集CD-ROM, D-331, 
京都市 (2009)． 
 

97) 吉野正人，「格子ボルツマン法の基礎理論と複雑混相流問題への適用」，日本計算

数理工学会フォーラム 計算数理工学レビューNo.2009-1, pp.11－31, 千葉大学 
(2009)，【依頼講演】． 
 

98) 関大輔，松原雅春，吉野正人，「二次元チャンネル乱流における再層流化過程の格
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子ボルツマンシミュレーション」，日本機械学会東海支部第 58 期総会講演会講演

論文集，454, pp. 265－266, 岐阜大学 (2009)． 
 

99) 村山寿郎，吉野正人，「格子ボルツマン法による粘弾性皮膜固体の流れ場における

挙動シミュレーション」第 22 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，I6-5, p. 
147, 東京都渋谷区 (2008)． 
 

100) 藤井康裕，柿澤幸成，佐々木哲郎，吉野正人，村山寿郎，本郷一博，「分岐角

と血管径の影響を考慮した脳動脈分岐部まわりの血流解析」，第 22 回数値流体力

学シンポジウム講演要旨集，C11-1, p. 87, 東京都渋谷区 (2008)． 
 

101) 堀内康正，吉野正人，石津宏明，「多成分系格子ボルツマン法を用いた多孔質

内におけるイオンの移動解析」，日本機械学会 第 21 回計算力学講演会講演論文集，

632, pp. 574－575, 琉球大学 (2008)． 
 

102) 藤井康裕，柿澤幸成，佐々木哲郎，吉野正人，村山寿郎，本郷一博，「脳動脈

分岐部まわりの血流解析 ―分岐角と血管径が動脈瘤発生に与える影響について」，

日本脳神経外科学会 第 67 回学術総会，3J-08-P88-04，盛岡市 (2008)． 
 

103) 鷲尾裕一，田中義人，吉野正人，「二相系格子ボルツマン法を用いた固体表面

における液滴の動的挙動解析」，日本流体力学会 年会 2008 講演論文集，p. 100, 神
戸大学 (2008)． 
 

104) 関大輔，吉野正人，松原雅春，「二次元チャンネル乱流の再層流化過程におけ

る撹乱の減衰について」，日本流体力学会 年会 2008 講演論文集，p. 28, 神戸大学 
(2008)． 
 

105) 村山寿郎，吉野正人，「弾性モデルを用いた粘弾性固体を含む二相系格子ボル

ツマン法」，日本混相流学会年会講演会 2008 講演論文集，pp. A174, 52－53, 会
津大学（2008）．【2008 年度 日本混相流学会 学生優秀講演賞 受賞】 
 

106) 田中義人，吉野正人，「二相系格子ボルツマン法を用いた熱移動を伴うレイリ

ー・テイラー不安定性の数値解析」，日本混相流学会年会講演会 2008 講演論文集，

A162, pp. 38－39, 会津大学（2008）． 
 

107) 柳澤憲史，渡辺武，川久保洋一，吉野正人，「浮上ヘッドによる磁気ディスク

潤滑剤移動の実験による検証」，日本機械学会2008年度年次大会講演論文集，3812，
pp. 287－288, 横浜国立大学 (2008)． 
 

108) 田中義人，鶴佳文，吉野正人，「熱移動を伴う二相系流れの格子ボルツマンシミ

ュレーション」，第 45 回日本伝熱シンポジウム講演論文集，E314, Vol. II+ III, pp. 
795－796, つくば市 (2008).  
 

109) 村山寿郎，吉野正人，「固体を含む二相系 LBM における弾性モデルの検討」，第

21 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，p. 22, 東京都台東区 (2007)． 
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110) 吉野正人，「格子ボルツマン法による複雑混相流現象の解析」，CREST 研究集会，

（ナノ・メゾ・マイクロ流動現象における計算科学），名古屋工業大学 (2007)．【依

頼講演】 
 

111) 廣實孝史，吉野正人，三谷浩光，「低レイノルズ数流れにおける安定問題の格

子ボルツマンシミュレーション」，日本機械学会 第 20 回計算力学講演会講演論文集，

pp. 633－634, 同志社大学 (2007)． 
 

112) 関大輔，鶴佳文，吉野正人，松原雅春，「格子ボルツマン法による二次元チャン

ネル乱流の再層流化現象の数値解析」，第 85 期日本機械学会流体工学部門講演会講演

論文集，p. 80, 広島大学 (2007)． 
 

113) 南山雄一，飯尾昭一郎，吉野正人，池田敏彦，「平置き冷凍ショーケースにおける

エアカーテンの熱流動解析」，日本冷凍空調学会年次大会 2007 講演論文集，pp. 485
－488, 東京農工大学 (2007)． 
 

114) 堀田陽平，吉野正人，廣實孝史，「格子ボルツマン法を用いた多孔質内の非ニュ

ートン流体解析」，第 20 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，p. 157, 名古屋

大学 (2006)． 
 

115) 村山寿郎，吉野正人，鳥海泰幸，「格子ボルツマン法を用いた弾性体を含む固液

二相流解析」，第 20 回数値流体力学シンポジウム講演要旨集，p. 156, 名古屋大学 
(2006)． 
 

116) 吉野正人，「格子ボルツマン法による複雑な移動現象のシミュレーション」化

学工学会第 38 回秋季大会，研究発表講演要旨集(CDROM)，講演番号 F113, 福岡

大学（2006）．【展望講演】 
 

117) 吉野正人，岡村優，水谷祐介，「格子ボルツマン法による多孔質構造内の気泡

流解析」，日本混相流学会年会講演会 2006 講演論文集，pp. 416－417, 金沢工業

大学（2006）． 
 

118) 鶴佳文，吉野正人，松原雅春，「格子運動論スキーム(LKS)による平行平板間乱流

の再層流化現象の解析」，日本機械学会北陸信越支部第 43 期総会・講演会講演論文
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